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史
料
１

ミ
ツ
カ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
示
史
料
（
複
製
）

招
鶴
亭
文
庫
所
蔵
・
中
埜
家
文
書
よ
り

年
不
詳
・
書
状
（
江
戸
・
す
し
や
与
兵
衛
→
中
野
又

左
衛
門
ほ
か
）

翻
刻

以
手
紙
啓
上
仕
候
、
其
御
地

御
家
内
皆
々
様
、
御
機
嫌
能

御
座
被
遊
、
珍
重
之
御
儀
と

奉
存
候
、
下
拙
方
も
皆
々
無
異
儀
、

罷
在
候
間
、
乍
憚
御
安
意
可
被
下
候
、

然

毎
度
品
々
御
恵
被
下

者
御
厚
情
之
段
難
有
、
何
ト
も

恐
入
候
、
乍
存
御
不
沙
汰
仕
候
段
、

御
高
免
可
被
下
候
、
近
々

御
出
府
有
之
候

御
立
寄

者

奉
待
上
候
、
毎
度
為
助
様

ゟ
御
機
嫌
の
ミ
御
伺
居
候
、

皆
々
様
よ
ろ
し
く
ね
か
ひ
上
候

早
々
以
上

二
月
廿
三
日

す
し
や与

兵
衛

中
野
又
左
衞
門
様

清
八
様

重
吉
様

為
助
様

現
代
語
訳

手
紙
を
以
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
そ
ち
ら
の

御
家
内
の
皆
々
様
は
、
ご
き
げ
ん
よ
く

お
す
ご
し
で
、
め
で
た
い
こ
と
と
と

存
じ
あ
げ
ま
す
。
当
方
も
皆
々
か
わ
り
な
く
、

す
ご
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
憚
り
な
が
ら
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

さ
て
ま
い
ど
品
々
を
御
恵
み
（
お
送
り
）
下
さ
れ
、

御
厚
情
の
段
あ
り
が
た
く
、
な
ん
と
も

恐
れ
入
り
ま
す
。
そ
れ
を
存
じ
な
が
ら
御
不
沙
汰
し

て
お
り
ま
す
こ
と
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。
近
い
う
ち

に
御
出
府
（
上
京
）
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

御
立
ち
寄
り
を
お
待
ち
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
い
ど

為
助
様
か
ら
は
（
そ
ち
ら
の
）
御
機
嫌
の
（
ご
様
子
）

の
み
は
お
伺
い
し
て
居
り
ま
す
。
皆
々
様
に
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
早
々
以
上

二
月
二
十
三
日

す
し
や与

兵
衛

中
野
又
左
衞
門
様

清
八
様

重
吉
様

為
助
様

ミツカン水の文化センター
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史
料
２

中
埜
家
文
書
№1

8
-
9
1
-
1
-
1

明
治
八
年
三
月
二
十
七
日
・
書
状
（
東
京
霊
岸
島

富
島
町
一
丁
目
・
中
井
半
三
郎
商
店
↓
尾
州
半
田

・
酢
屋
又
左
衛
門
）

翻
刻

（
封
筒
表
書
）

尾
州
半
田

ゟ
東
京

酢
屋
又
左
衛
門
様

届
ヶ
先

（
消
印

東
京
／
明
治
八
・
三
・
二
七
・
□
）

（
封
筒
裏
書
）

三
月
廿
七
日
午
後

㚑
巌
嶋
富
嶋
町
壱
丁
目

㊞

中
井
半
三
郎

オンラインセミナー資料集
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翻
刻

廿
二
日
出
御
状
、
廿
六
日
相
達
候
、
忝
拝
見
仕
候
、

春
暖
之
節
御
座
候
所
、
先
以
其
御
地

御
店
衆
中
様
御
揃
、
愈
々
御
勇
健
可
被
為
入
御
座

奉
賀
上
候
、
次

当
方
無
異
儀
罷
在
候
、
乍
憚

ニ

御
安
意
思
召
可
被
下
候

一
御
手
酢
、
前
々
御
積
付
分
、
過
日
手
配
模
様
御
請

申
上
候
、
定

御
承
引
と
奉
察
上
候
、
其
後
廿
日
頃
よ
り

而

三
太
郎･

銀
二
郎･

平
太
郎･

徳
三
郎
一
時
入
津
、
上
都
合

無
事
水
揚
仕
候
、
續

昨
日
悦
三
郎
入
津
、
未
タ

而

水
揚
不
致
、
就

跡
残

舟
、
段
々
日
和

而
者

り

入
津
相
成
候
得

一
隙
間

合
、
鳥
渡
荷
嵩

者

ニ

可
相
成
、
且
前
状
申
上
候
通

跡
建
御
積
方

り

今
少
々
減
し
御
欠
引
可
被
下
候
、
一
艘

凡
百
タ
位
づ
ゝ

へ

印
割
是
又
前
申
上
候
通
り
、
山
七
分
、
中
富
半
々
三
分

ま
づ
目
先
之
所
申
上
候
、
其
内
入
用
印

模
様
次
第
印
毎
急
速
可
申
上
候
、
御
積
方

御
欠
引
奉
願
上
候

現
代
語
訳

二
十
二
日
に
出
さ
れ
た
御
状
（
あ
な
た
の
手
紙
）
は
、

二
十
六
日
に
到
着
し

忝

な
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

か
た
じ
け

春
暖
の
節
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
以
っ
て
そ
の
御
地

（
そ
ち
ら
の
）
御
店
の
衆
中
様
お
揃
い
で
、
愈
々
御
勇

い
よ
い
よ

健
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
、
お
よ
ろ
こ
び
申
し
あ
げ
ま

す
。
次
に
当
方
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
憚
り
な

が
ら
ご
安
心
に
思
し
召
し
く
だ
さ
い
。

一
御
手
酢
は
、
前
々
に
（
船
に
）
積
み
付
け
た
分
は
過

日
、
手
配
の
模
様
（
状
況
）
を
お
請
け
（
確
認
）
申

し
上
げ
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
了
解
さ
れ
た
と
拝
察
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
の
後
二
十
日
頃
よ
り
、
三
太
郎
・

銀
二
郎
・
平
太
郎
・
徳
三
郎
と
（
各
船
頭
の
船
が
）

一
時
に
入
津
（
入
港
）
し
都
合
よ
く
無
事
（
積
荷
の

酢
を
）
水
揚
げ
し
ま
し
た
。
続
い
て
昨
日
は
悦
三
郎

（
の
船
）
が
入
津
し
、
（
こ
ち
ら
は
）
ま
だ
水
揚
し
て

い
ま
せ
ん
。
つ
い
て
は
こ
の
後
、
残
り
の
船
も
だ
ん

だ
ん
の
日
和
で
入
津
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
ら
、
ま
ず

は
間
に
合
い
、
ち
ょ
っ
と
荷
嵩
（
供
給
過
多
）
に
も

に

が
さ

な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
前
状
で
申
し
上
げ
た
通
り
、

こ
れ
か
ら
後
に
仕
建
て
る
（
船
の
）
積
み
方
は
今
少

し
減
ら
し
方
も
欠
引
（
駆
引
き
＝
熟
慮
検
討
し
て
）

か
け
ひ
き

下
さ
い
ま
せ
。
（
船
一
艘
に
つ
き
）
お
よ
そ
百
駄
く
ら

い
づ
つ
（
が
適
当
で
し
ょ
う
か
）
。
印
割
り
（
銘
柄
別
）

は
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
山
吹
を
七
割
、

中
埜
と
富
貴
を
半
々
で
三
分
と
、
ま
ず
は
目
先
（
直

近
）
の
と
こ
ろ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ミツカン水の文化センター
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翻
刻

一
〇
印
之
義
、
前
以
御
申
越
し
イ
才
承
知
仕
、
過
日
御
請

申
上
候
、
然

清
水
へ
下

〇
則
昨
日
廿
六
日
出

ル
ニ

シ

拾
タ
續
運
出
候

明
廿
八
日
出
五
タ
御
断
り

并
ニ

取
斗
可
致
条
、
定

北
村
屋
ゟ
御
達
し
も
可
有
之
、

而

宜
敷
御
記
帳
可
被
下
候
、
猶
其
前
御
案
内
萬
三
殿

如
何
印
九
百
六
拾
五
円
也
、
是
又
承
知
致
居
、
未
タ

請
取

不
参
、
何
れ

手
形
済
書
持
参
候
得

ニ

も

者

直
様
御
同
人
相
渡
可
申
候
、
左
様
思
召
可
被
下
候

一
此
度
、
平
太
郎
舟
入
津
、
先
頃
同
人
行
壱
通

御
封
込
手
渡
し
致
候
、
猶
樽
之
義

不
印
旁
々

も

格
安

被
思
候
、
併
前
直
六
弐
か
へ

西
国
な
ら
ず

ニ
も

ニ
而
者

平
太
郎
殿
ゟ
欠
引
申
込
候
得
共
、
何
分
樽
屋
ニ
而

つ
ら
き
様
子
、
漸
々
六
三
迄
出
来
、
下
直
ニ
而
も

賣
人
無
少
、
三
間
斗

六
七
百
タ
程
買
人
、
併

ニ
而

跡
賣
人

出
来
候
得

、
何
程

買
入

も

者

ニ
而
も

手
配
可
致
積

左
様
思
召
可
被
下
候

り

現
代
語
訳

一
〇
印
の
こ
と
は
前
も
っ
て
お
申
し
（
の
こ
と
）
委

細
承
知
い
た
し
、
過
日
御
請
（
確
認
）
申
し
上
げ

ま
し
た
。

（
〇
印
と
は
現
金
を
い
う
。
一
種
の
隠
語
）

＊
（
こ
の
条
は
中
井
商
店
は
じ
め
関
係
取
引
先
と
の

資
金
等
の
差
配
勘
定
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ

り
略
す
。）

一
こ
の
度
、
平
太
郎
舟
が
入
津
し
、
先
頃
の
同
人
行
き
の

一
通
の
御
封
じ
込
み
（
封
入
物
）
は
（
同
人
に
）
手
渡

し
致
し
ま
し
た
。
な
お
樽
の
こ
と
は
不
印
（
不
調
）
で

脇
々
で
は
格
安
に
思
わ
れ
て
、
し
か
し
な
が
ら
前
の
値
段

の
六
二
替
え
（
の
レ
ー
ト
）
に
て
は
、
西
国
な
ら
ず
平
太

郎
殿
よ
り
欠
引
き
を
申
込
み
ま
し
た
が
、
な
に
ぶ
ん
樽

屋
に
て
辛
き
様
子
で
、
よ
う
や
く
六
三
（
替
え
）
ま
で

つ
ら

出
来
て
値
下
げ
に
て
も
売
り
人
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
三

間
斗
に
て
六
七
百
駄
ほ
ど
買
人
（
が
あ
り
）
、
し
か
し

な
が
ら
後
に
は
売
人
も
出
来
ま
す
れ
ば
、
何
程
に
て
も

買
入
れ
手
配
を
致
す
積
り
で
す
。
さ
よ
う
思
召
し
下
さ

い
。

オンラインセミナー資料集
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翻
刻

綿

一
拙
店
飯
料

浦
賀
揚
、
毎
度
餘
事

并
ニ

御
手
数
恐
入
候
御
厚
礼
奉
申
上
候
、
此
度
平
太
郎
舟
へ

御
積
入
米
綿
代
、
則
同
人
へ
相
渡
し
差
上

申
候
、
登
り
舟
御
記
帳
可
被
下
候
、
猶
外

買
物
少
々

ニ

有
之
よ
し
、
殊

よ
り
〇
入
用
哉

難
斗
、

ニ

も

一
寸
咄
し
有
之

付
、
承
知
致
候
、
其
内
渡
方

ニ

次
第
御
文
通
可
申
上
候

一
唎
く
ら
べ
見
本
、
徳
り
入
壱
箱
、
平
太
郎
舟
ゟ

慥

入
手
仕
候
、
此
度
入
水
揚
舟
、
夫
々
見
く
ら
べ

ニ
ま
づ
相
違
無
之
、
御
人
愈
喜
悦
仕
候
、
其
内

次
々
入
津
水
揚
、
い
づ
れ
も
唎
く
ら
べ
後
便

可
申
上
候

現
代
語
訳

一
拙
店
（
中
井
店
）
の
飯
料
（
飯
米
）
な
ら
び
に
浦
賀
揚

げ
の
綿
、
毎
度
よ
け
い
な
御
手
数
恐
れ
入
り
ま
す
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
平
太
郎
の
舟
へ

御
積
み
入
れ
の
米
と
綿
の
代
金
は
、
す
ぐ
に
同
人
へ
相

渡
し
差
し
上
げ
申
し
あ
げ
ま
す
。
登
り
舟
（
戻
り
船
の

と
こ
ろ
に
）
御
記
帳
く
だ
さ
い
。
な
お
外
に
も
買
物
が

少
々
有
る
と
の
こ
と
、
こ
と
に
よ
っ
て
は
〇
（
現
金
）

が
入
用
か
も
し
れ
な
い
と
一
寸
（
す
こ
し
）
お
咄
し
が

有
り
ま
し
た
の
で
承
知
致
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
渡
し

方
次
第
で
御
文
通
（
お
知
ら
せ
）
申
し
上
げ
ま
す
。

一
唎
く
ら
べ
見
本
徳
利
入

き
きり

の
一
箱
は
、平
太
郎
舟
か
ら
慥
か
に
入
手
し
ま
し
た
。

た
し

こ
の
度
入
っ
て
水
揚
し
た
舟
（
ご
と
に
）
そ
れ
ぞ
れ
見

較
べ
、
ま
ず
は
相
違
こ
れ
な
く
、
御
人
愈
々
喜
悦
い
た

い
よ
い
よ

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
次
々
に
入
津
水
揚
し
（
ま
し
た

ら
）
い
づ
れ
も
唎
較
べ
て
、
後
便
で
申
し
上
げ
ま
す
。

（
唎
く
ら
べ
見
本
＝
味
較
べ
商
品
サ
ン
プ
ル
か
）

き
き

ミツカン水の文化センター
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翻
刻

一
貴
地

如
何
御
座
候
哉
、
春
暖
節
候
得
共
、
兎
角

者

不
揃
気
季
、
海
辺
通
し

不
漁
、
諸
惣
躰

而

不
人
気
、
何
卒
一
景
気
あ
ら
し
度

米
も
不
人
気
候
得
共
安
か
ら
ず

上

壱
三
ゟ

大
ツ

弐
〇
ゟ

下

壱
五
迄

弐
壱

ま
づ

右
之
段
申
上
度
、
如
斯
御
座
候

者

恐
々
謹
言

三
月
廿
七
日

中
井
半
三
郎

嘉
兵
衛

酢
屋
又
左
衛
門
様

只
助
様

御
店
衆
中
様

貴
下

現
代
語
訳

一
貴
地
（
そ
ち
ら
）
は
い
か
が
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
春
暖

の
節
で
す
が
、
と
か
く
不
揃
の
気
季
（
天
候
）
で
、
海

辺
は
通
し
て
不
漁
、
諸
々
全
体
に
不
人
気
（
低
迷
）
、

も
ろ
も
ろ

何
と
ぞ
一
景
気
あ
ら
し
度
く
（
あ
っ
て
ほ
し
く
存
じ
ま

す
）。
米
も
不
人
気
で
す
が
安
く
あ
り
ま
せ
ん
。

上
（
米
）

一
三
よ
り

大
豆

二
〇
よ
り

下
（
米
）

一
五
ま
で

二
一

先
ず
は
右
の
段
を
申
し
上
げ
た
く
、
斯
の
如
く
で

ご
ざ
い
ま
す
。
恐
々
謹
言

三
月
二
十
七
日

中
井
半
三
郎

嘉
兵
衛

酢
屋
又
左
衛
門
様

只
助
様

御
店
衆
中
様貴

下

オンラインセミナー資料集
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史
料
３

中
埜
家
文
書
№9

8
-
1
-
1
3

徳久丸帆図（伊勢国度会郡大湊町・松崎造船所）

大湊で建造中の西洋式帆船

伊勢大湊の市川造船所で建造された松阪丸

初めて建造された西洋式帆船（明治 20年頃）

徳久丸諸元

（上の図面より計算値）

全長：32.1m
船底長：25.8m
船体高：4.8m
檣高：25.8m

ミツカン水の文化センター
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中埜酢店前の半田運河に停泊する洋式帆船（『尾陽商工便覧』より転載）

（『MATAZAEMON 七人の又左衛門改訂版』㈱ミツカングループ本社 2004）

中埜酢店 本蔵・東蔵・南蔵（大正頃 招鶴亭文庫 ミツカンミュージアム展示）

オンラインセミナー資料集
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史
料
４

中
埜
家
文
書
№1

6
-
2
-
3
7

大
正
十
二
年
十
月
三
十
一
日
・
は
が
き
（
伊
勢
国
度
会
郡
大
湊
町
・
松
崎
造
船
所

に
て
・
初
丸
茂
一
→
愛
知
県
半
田
町
・
中
埜
酢
店
）

愛
知
縣
知
多
郡
半
田
町

受
付
印

大
正

･
･

12
11
2

中

埜

酢

店

様伊
勢
國
度
會
郡
大
湊
町

松
﨑
造
舩
所
ニ
テ

〈
ミ
ツ
カ
ン
〉

初
丸
茂
一

電
畧
（
ハ
ツ
）

謹
啓

本
舩
修
繕
乃
儀
ハ
其
後
弐
参
日
ヲ
要
ス

完
了
仕

可

都
合

御
座
候
。
去

弐
拾
九
日
附

ル

キ

ニ

ル

ヲ
以

御
送
附
被
下

一
金
弐
阡
○
○
○
円
也
ノ
替
為

テ

タ
ル

券

昨
日
当
松
﨑
様

御
渡

候
間
、
右

ハ

へ

シ

御
承
知
置

被
下
度
候
、
追

大
汐
時

キ

而

ニ
モ

相
成

一
日

早

試
運
轉
終
了

上
、
貴
地

ラ
バ

モ

ク

ノ

回
航
仕

都
合

御
座
候
。

以
上

ル

ニ

大
正
十
二
年
拾
月
三
十
一
日

ミツカン水の文化センター
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史
料
５

中
埜
家
文
書
№1

6
-
1
2
-
4

大
正
十
二
年
九
月
二
日
・
は
が
き
（
東
京
市
外
大
島
町
・
丸
寿
合
資
会
社
→
尾
州

半
田
町
・
中
埜
酢
店
）

尾
州
知
多
郡
半
田
町

受
付
印

大
正

･
･

12

9

11

中

埜

酢

店御
中

東
京
市
外
大
島
町
一

一
〇

ノ

丸
寿
合
資
会
社

山
田
太
一
拜

九
月
二
日
正
午
第
一
報

昨
正
午
、
俄
然
大
地
震
襲
来
シ

工
場
及
社
宅
半
壊
、
各
方
面

出
火

ヨ
リ

、
午
後
十
時
、
遂

工
場
全
部
全
滅

、

シ

ニ

ス

人
命

辛

避
難

、
死
傷
者

ハ

ロ
ジ
テ

シ

ナ
シ
、
東
京
〔
全
〕
市
殆
ン
ド
全
滅

模
様
、
電

ノ

信
電
話
交
通
途
絶
、
他

消
足
更

ノ

不
明
ナ
リ
、
今
尚
余
炎
猛
々
、
如
何

ニト
モ
ス
ル
能
ハ
ズ
、
委
細
后
便

オンラインセミナー資料集
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史
料
６

中
埜
家
文
書
№1

6
-
2
-
5
3

大
正
十
二
年
十
月
二
十
七
日
・
絵
は
が
き
（
東
京
市
外
池
袋
・
天
野
一
之
丞
→
愛

知
県
半
田
町
・
中
埜
酢
店
に
て
新
美
仁
蔵
）八

月
末

御
頼
み
し
た
山
吹
酢
は

ニ

九
月
一
日
御
積
出
被
下
っ
た
御
通
知
承

愛
知
縣
知
多
郡

諾
し
ま
し
た
が
、
そ
の
日
が
御
承
知
の

半
田
町

震
災
の
起
っ
た
日
で
、
東
京
は
丸

で
目
茶

く
な
り
ま
し
た
。
無
論

ニ

中
埜
酢
店

鉄
道
も
其
後
通
じ
ま
せ
ん
か
ら
で

ニ
テ

新

美

仁

蔵

殿

せ
う
が
、
今

到
着
し
な
い
さ
う
で
す
。

ニ

そ
の
内

は
着
く
事
と
思
ひ
ま
す
。

ニ

着
い
た
ら
代
金
を
送
り
た
い
と

思
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
も
う

東
京
市
外
池
袋

す
こ
し
お
待
を
願
ま
す
。
私
方
ハ

一
四
三
五

天
野
一
之
丞

御
蔭
で
地
震

も
火
事

も
無
事

ニ

ニ

十
月
廿
七
日

で
し
た

（
裏
面
絵
葉
書

湾
曲
し
た
線
路
）

大
正

・

・

東
京
大
震
災
実
況

12

9

1

最
も
惨
害
を
呈
せ
る
深
川
黒
亀
橋
の
惨
害

ミツカン水の文化センター
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史
料
７

中
埜
家
文
書
№1

6
-
2
-
3
6

大
正
十
二
年
十
月
五
日
・
は
が
き
（
京
橋
区
大
川
端
町
に
て
・
徳
久
丸
富
次
郎
→

尾
張
国
半
田
町
・
中
埜
酢
店
）

尾
張
國
知
多
郡
半
田
町

受
付
印

大
正

･
･

12

10

9

中

埜

酢

店

様

徳
久
丸
富
次
郎

（
仕
切
印
文

東
京
市
京
橋
區
大
川
端
町
七
番
地

松
崎
商
店
）

拝
啓
、
本
舩
玉
十
月
三
日

浦
ニ

賀
湊

出
帆
し
、
四
日

品
川
湊
へ

ヲ

ニ

入
舩
致

五
日

無
事
東
京
川
入

シ

ニ

致

候
故

此
段
御
案
内
申

シ

へ

上
候

十
月
五
日
出

オンラインセミナー資料集
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史
料
８

中
埜
家
文
書
№1

6
-
2
-
3
0

大
正
十
二
年
十
月
十
四
日
・
は
が
き
（
横
須
賀
湊
に
て
・
春
盛
丸
間
瀬
安
太
郎
→

愛
知
県
半
田
町
・
中
埜
酢
店
）

愛
知
縣
知
多
郡
半
田
町

受
付
印

大
正

･
･

12

10

6

中

埜

酢

店
御
中

横
須
賀
湊

春
盛
丸
船
長
間
瀬
安
太
郎

拝
啓
、
本
舩
儀

昨
日
午
後
、
当
湊

入
舩
仕

も

へ

本
日
午
前
中

荷
物
陸
揚
を
了
し
、

に
は

午
後

御
地

向
け
出
帆
仕
可
く
予
定

に

を

居
候

左
様
御
承
知
被
下
度
、
此
段

に
て

へ
は

御
案
内
申
上
候

拾
月
拾
四
日

ミツカン水の文化センター
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史
料
９

中
埜
家
文
書
№1

6
-
2
-
3
8

大
正
十
二
年
十
一
月
二
十
日
・
は
が
き
（
東
京
松
竹
方
・
金
剛
丸
政
次
郎
→
尾
張

半
田
町
・
中
埜
酢
店
）

尾
張
知
多
郡
半
田
町

受
付
印

大
正

･
･

12

11

21

中

埜

酢

店

様

拾
一
月

東
京
松
竹
方

弐
拾
日

〈
ミ
ツ
カ
ン
〉
金
剛
丸
政
次
郎

拝
啓

陳

下
舩
儀
、
当
川
入
津
致

候

者

シ

ヨ
リ

当
地

艀
下
不
足

付

又
先
舩
共
有
候
付

ハ

ニ

キ

キ

実

困
却
仕
候
間
、
尚
又
一
日

早

出
帆
急

ニ

モ

く

ギ

居

候

共
、
右
之
次
第
故
、
何
分
御
承
知
被

リ

へ

下
度
也
、
先

不
取
敢

御
一
方
申
也

ハ

ズ

二
伸
、
時
節
柄
御
各
位
様

御
身
御
大
切
被

ニ
ハ

下
度
也

匆
々

初
丸

右
通

也

も

リ

オンラインセミナー資料集
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史
料
１
０

中
埜
家
文
書
№1

6
-
2
-
2
1

大
正
十
二
年
十
月
二
十
日
・
は
が
き
（
京
橋
区
富
島
町
・
中
井
半
三
郎
商
店
→
尾

州
半
田
町
・
中
埜
酢
店
）

受
付
印

大
正

･
･

12

10

23

尾
州
半
田
町

〈
ミ
ツ
カ
ン
〉

中

埜

酢

店

様尊
下

東
京
市
京
橋
区
富
島
町
三
番
地

酢
醤
油

〈
マ
ル
中
〉
中
井
半
三
郎
商
店

問
屋

■
五
四
八
番

電
信
京
橋

三
四
四
八
番

振
替
口
座
東
京
壱
九
六
九
四
番

拝
啓
、
毎
度
引
立

相
成
難
有
奉
謝
候

ニ

陳

〈
ミ
ツ
カ
ン
〉
各
印
共
、
当
三
日
前

売
仕
舞

ハ

ヨ
リ

ニ

致
し
、
目
下
先
々
ヨ
リ
ノ
請
求

実

閉
口
仕
居
候

ニ

ニ

而

三
ツ
判
・
富
貴
・
新
冨
印
并

山
吹

ニ

中
埜
印
等
跡
と
精
々
御
取
急

御
出

キ

荷
御
配
意
奉
願
上
候

恐
々
頓
首

（
大
正
十
二
年
）

十
月
廿
日

ミツカン水の文化センター
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